
令和４年度年報の発刊に寄せて   

 

 令和４年度の岡山医療センターの年報がまとまりましたので、お届けいたします。 

 昨年の年報から、新たに総説を掲載することにしております。本号では、西崎

良 知名 誉 院 長が私 費を投じて創 設された Okayama Medical Center Good 

Cl inical Study Award を受賞した 3 名による総説を収載しています。 

当院は、高度急性期・急性期医療を診療の軸として、臨床研究、教育・人材

育成にも注力しております。地域医療支援病院、総合周産期母子医療センター、

地域がん診療連携拠点病院、地域災害拠点病院として、また国立病院機構と

しての政策医療（がん、心筋梗塞、脳卒中、糖尿病、救急医療、災害時医療、

周産期医療、小児医療  ） 、移植医療 (腎移植、骨髄移植 )、運動器医療、難病

医療  など、総合的で高度な急性期医療を提供してきました。また、岡山市から

の委託を受けて岡山市立金川病院を地域包括ケア病院として運営しています。

更に、原子力災害拠点病院と岡山大学病院のがんゲノム医療連携病院の指

定も受けております。 

一方、国際医療協力も進めており、外国からの患者の受け入れはもとより、令

和４年度には医療ボランティア団体の Japan Heart とパートナーシップ協定も結

びました。また、地域医療貢献として、新見公立大学・新見市と発達障碍児の

診療支援の協定を締結しました。 

令和４年度もコロナ禍に翻弄された１年ではありましたが、当院は感染症指定

病院ではないものの重点医療機関の指定を受け、最大限の貢献ができたものと

自負しております。 

 研究面では、臨床研究部を有し、成育医療推進研究室、先進医療研究室、

低侵襲医療研究室、分子病態研究室、臨床研究推進室に加えて、令和３年度

から新たにがん医療研究室を配置して、数多くの共同研究、治験を実施し、毎

年多数の英文論文発表、国際学会発表も行っております。また、研究費獲得額

では、全国に 140 ある国立病院機構病院内で、令和元年度から連続してベスト

10 入りを果たしています。 

教育・人材育成の面では、当院は岡山大学の関連病院であり、診療面での

協力体制はもとより、医学生の教育実習にも力を注いでおります。また、岡山医

療連携推進協議会（CMA-Okayama: Counci l for Medical All iance）に参加して、

大規模治験の推進並びに良質な医師の育成の協同作業を通して、岡山大学と

連携し岡山県の医療水準のレベルアップに貢献しているところです。さらに、附属

看護助産学校を併設し、良質な看護師、助産師の育成に努めるとともに、研修

会等へ積極的に参加させ、技量の習熟に努めさせております。他方、日本有数

の規模を誇るスキルアップラボ、ホスピタルスタジオを有しており、複数の全国研

修会を主催して、国立病院機構の職員だけでなく、地域の医療従事者のレベル

アップにも貢献しています。更には、外国からの医師の見学受け入れ、あるいは

交換留学などを通じて、国際医療に貢献できる体制を整えています。 

なお、本年報は ISSN を取得しており、国立図書館へ収蔵されていますし、医

学中央雑誌へ抄録が掲載されています。 

 この度は、令和４年度 1 年間の当院の歩みをじっくりとご覧いただければ幸い

です。 

「今、あなたに、信頼される病院」の理念の下、私のモットーである、「明るく、

楽しく、厳しく、そして患者さんには優しい」病院を目指して、今後も今まで以上に、

職員一同邁進していく所存です。引き続き、ご指導ご支援をよろしくお願いいたし

ます。 

 

独立行政法人国立病院機構 岡山医療センター 

院長 久保 俊英 

 

 

 

01_はじめ 01_はじめCMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 _根木<P4>



令和４年度年報の発刊に寄せて   

 

 令和４年度の岡山医療センターの年報がまとまりましたので、お届けいたします。 

 昨年の年報から、新たに総説を掲載することにしております。本号では、西崎

良 知名 誉 院 長が私 費を投じて創 設された Okayama Medical Center Good 

Cl inical Study Award を受賞した 3 名による総説を収載しています。 

当院は、高度急性期・急性期医療を診療の軸として、臨床研究、教育・人材

育成にも注力しております。地域医療支援病院、総合周産期母子医療センター、

地域がん診療連携拠点病院、地域災害拠点病院として、また国立病院機構と

しての政策医療（がん、心筋梗塞、脳卒中、糖尿病、救急医療、災害時医療、

周産期医療、小児医療  ） 、移植医療 (腎移植、骨髄移植 )、運動器医療、難病

医療  など、総合的で高度な急性期医療を提供してきました。また、岡山市から

の委託を受けて岡山市立金川病院を地域包括ケア病院として運営しています。

更に、原子力災害拠点病院と岡山大学病院のがんゲノム医療連携病院の指

定も受けております。 

一方、国際医療協力も進めており、外国からの患者の受け入れはもとより、令

和４年度には医療ボランティア団体の Japan Heart とパートナーシップ協定も結

びました。また、地域医療貢献として、新見公立大学・新見市と発達障碍児の

診療支援の協定を締結しました。 

令和４年度もコロナ禍に翻弄された１年ではありましたが、当院は感染症指定

病院ではないものの重点医療機関の指定を受け、最大限の貢献ができたものと

自負しております。 

 研究面では、臨床研究部を有し、成育医療推進研究室、先進医療研究室、

低侵襲医療研究室、分子病態研究室、臨床研究推進室に加えて、令和３年度

から新たにがん医療研究室を配置して、数多くの共同研究、治験を実施し、毎

年多数の英文論文発表、国際学会発表も行っております。また、研究費獲得額

では、全国に 140 ある国立病院機構病院内で、令和元年度から連続してベスト

10 入りを果たしています。 

教育・人材育成の面では、当院は岡山大学の関連病院であり、診療面での

協力体制はもとより、医学生の教育実習にも力を注いでおります。また、岡山医

療連携推進協議会（CMA-Okayama: Counci l for Medical All iance）に参加して、

大規模治験の推進並びに良質な医師の育成の協同作業を通して、岡山大学と

連携し岡山県の医療水準のレベルアップに貢献しているところです。さらに、附属

看護助産学校を併設し、良質な看護師、助産師の育成に努めるとともに、研修

会等へ積極的に参加させ、技量の習熟に努めさせております。他方、日本有数

の規模を誇るスキルアップラボ、ホスピタルスタジオを有しており、複数の全国研

修会を主催して、国立病院機構の職員だけでなく、地域の医療従事者のレベル

アップにも貢献しています。更には、外国からの医師の見学受け入れ、あるいは

交換留学などを通じて、国際医療に貢献できる体制を整えています。 

なお、本年報は ISSN を取得しており、国立図書館へ収蔵されていますし、医

学中央雑誌へ抄録が掲載されています。 

 この度は、令和４年度 1 年間の当院の歩みをじっくりとご覧いただければ幸い

です。 

「今、あなたに、信頼される病院」の理念の下、私のモットーである、「明るく、

楽しく、厳しく、そして患者さんには優しい」病院を目指して、今後も今まで以上に、

職員一同邁進していく所存です。引き続き、ご指導ご支援をよろしくお願いいたし

ます。 

 

独立行政法人国立病院機構 岡山医療センター 

院長 久保 俊英 

 

 

 

01_はじめ CMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 _根木<P5>CMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 _根木<P4>


	年報第19巻（ISBN 2758−4232（online）ISBN 2436−0597（print）） 5
	年報第19巻（ISBN 2758−4232（online）ISBN 2436−0597（print）） 6

